
　

一

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
汪
兆
銘

（
精
衛
）
南
京
政
権
（
以
下
、
汪
政
権
）
研
究
が

日
本
、中
国
、台
湾
で
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。

本
書
も
そ
う
し
た
流
れ
の
一
環
を
形
成
し
て
お

り
、
汪
政
権
の
実
態
、
推
移
、
特
質
を
民
衆
動

員
政
策
を
通
し
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た

も
の
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
当
時
、
蔣
介
石

の
重
慶
国
民
政
府
（
私
は
、
重
慶
国
民
政
府
は
国

際
的
に
中
国
政
府
と
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

「
政
府
」、
他
は
「
政
権
」
と
区
別
し
て
い
る
）、
毛

沢
東
・
中
国
共
産
党（
以
下
、中
共
と
略
称
）政
権
、

そ
れ
に
日
本
の
後
押
し
で
つ
く
ら
れ
た
汪
政
権

が
存
在
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
政
治
権

力
構
造
を
本
格
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

本
来
、
三
者
を
す
べ
て
歴
史
の
舞
台
に
あ
げ
、

考
察
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
従
来
の
研

究
で
は
、
ま
ず
は
現
中
国
政
府
を
掌
握
し
て
い

る
中
共
政
権
が
主
要
な
解
明
対
象
と
な
り
、
次

い
で
当
時
の
政
権
党
で
あ
る
国
民
党
に
よ
る
重

慶
国
民
政
府
の
実
態
解
明
へ
と
進
ん
だ
。
そ
し

て
、
今
、
汪
政
権
研
究
が
不
十
分
さ
を
残
し
つ

つ
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
然
の
趨

勢
と
い
え
よ
う
。
私
自
身
も
同
時
期
に
お
け
る

世
界
華
僑
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
関
係

上
、
汪
政
権
の
動
向
、
お
よ
び
そ
の
傀
儡
性
や

自
立
性
に
は
常
に
注
意
を
払
っ
て
き
た（

１
）。

　

本
書
は
全
九
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
序
章

で
は
、研
究
整
理
、問
題
の
所
在
、「
国
民
国
家
論
」

と
の
関
係
、お
よ
び「
道
義
的
・
儒
教
的
価
値
観
」

の
「
傀
儡
政
権
」
を
放
棄
し
、「
価
値
中
立
的
」

な
「
対
日
協
力
政
権
」
を
採
用
し
た
と
経
緯
を

説
明
す
る
。
そ
し
て
、
第
一
章
は
「
汪
兆
銘
政

権
の
成
立
と
日
汪
関
係
」、
第
二
章
「
民
衆
総

動
員
体
制
の
構
築
」、
第
三
章
「
汪
兆
銘
国
民

党
の
成
立
と
展
開
」、
第
四
章
が
「
東
亜
聯
盟

運
動
の
推
進
」
と
挫
折
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
五

章
で
「
新
国
民
運
動
の
展
開
と
時
期
区
分
」、

第
六
章
「
新
国
民
運
動
の
理
念
と
組
織
を
め
ぐ

る
相
剋
」、
第
七
章
「
新
国
民
運
動
の
組
織
構

造
」、
第
八
章
「
新
国
民
運
動
と
青
少
年
・
公
務

員
」、
第
九
章
「
総
動
員
体
制
下
の
新
国
民
運

動
と
民
衆
」、
そ
し
て
、「
終
章
」
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
第
一
～
四
章
で
は
、
汪
政
権
の
成
立
、

行
政
機
構
、
民
衆
動
員
と
総
力
戦
、
お
よ
び
東

亜
聯
盟
運
動
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
五
～
九

章
は
、
新
国
民
運
動
の
全
貌
を
と
り
あ
げ
る
。

い
わ
ば
東
亜
聯
盟
運
動
と
新
国
民
運
動
が
二
本

柱
で
論
じ
ら
れ
、
主
に
後
者
に
ウ
エ
ー
ト
を
置

く
。

民
衆
動
員
視
点
か
ら
見
た
汪
兆
銘
政
権

菊
池 

一
隆

堀
井
弘
一
郎
著

汪
兆
銘
政
権
と
新
国
民
運
動

―
動
員
さ
れ
る
民
衆

A
5
判　

三
二
〇
頁

創
土
社
［
三
、
三
六
〇
円
］
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二

　

本
書
の
内
容
と
特
色
は
以
下
の
通
り
。
①
汪

政
権
の
青
年
・
公
務
員
中
心
に
民
衆
動
員
政
策

に
焦
点
を
絞
り
、
東
亜
聯
盟
運
動
と
新
国
民
運

動
を
関
連
的
に
論
じ
る
。
特
に
新
国
民
運
動
に

関
し
て
は
、
不
明
で
あ
っ
た
中
後
期
の
実
態
、

推
移
を
含
め
て
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
点

は
評
価
で
き
よ
う
。
そ
の
際
、
新
国
民
運
動
の

狙
い
、
背
景
、
民
衆
の
受
け
と
め
方
を
解
明
し

た
。
日
米
開
戦
を
機
に
参
戦
す
る
こ
と
で
民
心

を
獲
得
し
総
動
員
を
図
り
、
か
つ
日
本
軍
の
撤

兵
な
ど
の
対
日
交
渉
を
有
利
に
展
開
し
よ
う
と

し
た
。
だ
が
、
民
衆
へ
の
浸
透
度
は
低
く
、
そ

の
上
、
重
慶
側
の
新
生
活
運
動
の
模
倣
で
あ
っ

た
。
そ
れ
故
、
新
国
民
運
動
を
民
衆
的
広
が
り

を
も
て
な
い
東
亜
聯
盟
運
動
の
代
替
を
狙
っ
た

が
、
失
敗
し
た
と
す
る
。

　

②
民
衆
動
員
工
作
の
解
明
の
際
、
汪
政
権
の

統
治
機
構
・
政
策
を
手
堅
く
明
ら
か
に
し
た
点

は
評
価
で
き
る
。
た
だ
し
、
新
国
民
運
動
が
民

衆
動
員
工
作
全
体
の
中
で
中
核
と
位
置
づ
け
な

が
ら
、
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
域
を
脱
せ
な

か
っ
た
と
す
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
幹
部
人

員
の
不
足
、
民
衆
動
員
機
関
の
不
統
一
、
青
年

組
織
の
乱
立
、
民
衆
の
白
眼
視
、
お
よ
び
新
国

民
運
動
は
三
民
主
義
を
標
榜
し
た
が
、
他
方
で

日
本
の
「
戦
争
」（
侵
略
）
理
念
と
リ
ン
ク
し
た

こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
堀
井

の
新
国
民
運
動
に
対
す
る
成
果
面
で
の
評
価
は

低
い
。
な
お
、
な
ぜ
青
年
組
織
が
乱
立
す
る
の

か
、
民
衆
が
白
眼
視
す
る
の
か
が
説
明
不
足
で

よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

③
戦
争
の
後
期
、
末
期
の
状
況
を
明
ら
か
に

し
た
。
運
動
の
障
害
と
し
て
、
青
年
ら
に
「
米

英
依
存
観
念
」
や
「
虚
無
的
な
思
想
状
態
」
の

蔓
延
と
い
う
興
味
深
い
事
実
を
指
摘
す
る
。
四

四
年
二
、
三
月
、
新
国
民
運
動
が
姿
を
消
し
、

政
治
腐
敗
・
貪
官
汚
吏
批
判
、
公
務
員
の
綱
紀

粛
正
、
お
よ
び
青
年
ら
が
ア
ヘ
ン
禁
止
な
ど
三

禁
運
動
に
動
員
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
動
向
を
近

代
的
国
民
国
家
の
形
成
途
上
に
位
置
づ
け
よ
う

と
す
る
。

　

④
周
知
の
事
実
だ
が
、
四
三
年
一
月
頃
に
は

周
仏
海
が
重
慶
と
連
絡
を
と
っ
た
。
日
中
戦
争

を
早
期
終
結
さ
せ
た
い
と
い
う
思
惑
か
ら
日
本

側
も
汪
政
権
を
と
お
し
て
「
和
平
」
を
呼
び
か

け
（「
重
慶
工
作
」）、
ま
た
、
汪
側
要
人
は
日
本

敗
戦
を
確
信
し
、
重
慶
と
の
パ
イ
プ
を
築
き
自
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日
本
も
対
外
的
に
い
わ
ば
「
協
力
政
権
」
の
体

裁
を
と
ら
せ
な
が
ら
、実
質
的
に
そ
れ
を
操
り
、

本
質
的
に
「
傀
儡
政
権
」
と
し
て
扱
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
も
戦

後
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
ゴ
ジ
ン
ジ
ェ
ム
政
権
を
始

め
、
多
数
の
「
対
米
協
力
政
権
」（
親
米
政
権
）

と
い
う
名
目
の
「
傀
儡
政
権
」
を
つ
く
り
あ
げ

た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

　

②
こ
の
問
題
は
本
書
の
骨
子
の
一
つ
で
あ

り
、
か
つ
重
要
な
の
で
、
今
度
は
汪
政
権
側
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
。「
協
力
政
権
」

か
否
か
を
判
断
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
民
衆
動

員
政
策
だ
け
で
は
無
理
が
あ
る
。
そ
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
に
な
る
の
は
、
従
来
、
研
究
不
十
分
、

も
し
く
は
空
白
な
財
政
、
軍
事
、
外
交
諸
側
面

が
む
し
ろ
重
要
で
、
汪
政
権
の
独
自
性
、
主
体

性
の
指
向
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
発
揮
で
き
た

か
否
か
の
緻
密
な
実
証
的
考
証
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
軍
事
に
関
し
て
は
、
軍
事
顧
問

や
軍
幹
部
の
選
抜
、
軍
事
費
の
使
用
、
お
よ
び

軍
事
行
動
に
対
し
て
日
本
の
干
渉
や
強
制
は
な

か
っ
た
の
か
。
堀
井
は
、「
大
東
亜
戦
争
」（
太

平
洋
戦
争
）参
戦
に
つ
い
て
汪
政
権
が
主
体
性
、

自
発
性
が
あ
っ
た
よ
う
に
描
い
て
い
る
が
、
日
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本
の
軍
事
行
動
へ
の
「
協
力
」
と
い
う
名
目
の

強
制
は
な
か
っ
た
の
か
。
確
か
に
私
の
研
究
で

も
、
戦
争
末
期
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
日
本
へ
の

不
満
か
ら
対
等
な
関
係
を
求
め
抵
抗
す
る
が
、

そ
の
多
く
は
圧
迫
を
受
け
、押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
。

換
言
す
れ
ば
、
汪
政
権
は
自
立
を
求
め
な
が
ら

も
認
め
ら
れ
ず
、
結
果
的
に
傀
儡
に
甘
ん
じ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
歴
史
事
実
で
あ

ろ
う
。

　

③
本
書
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
「
民
衆
」
と

は
何
を
指
す
の
か
、概
念
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。

本
書
で
主
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
青
年
、
公

務
員
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
民
衆
の
一
部
で
あ

る
こ
と
に
異
を
唱
え
る
つ
も
り
は
な
い
。だ
が
、

民
族
資
本
家
、
プ
チ
ブ
ル
、
労
働
者
、
農
民
な

ど
の
動
向
は
ど
う
か
。
そ
の
全
体
の
動
態
の
中

に
位
置
づ
け
直
す
必
要
が
あ
る
。
確
か
に
農
民

に
関
し
て
は
、
四
四
年
農
村
青
年
訓
練
に
着
手

し
た
こ
と
を
述
べ
る
が
、
農
民
全
体
の
動
き
は

ど
う
か
。
ま
た
、
大
小
都
市
、
農
村
（
都
市
周

辺
か
否
か
）
な
ど
の
地
域
差
、
時
期
と
推
移
を

考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
、
個
人
的
に
は
、
汪
政
権
下
の
南
京

民
衆
に
対
す
る
南
京
大
虐
殺
事
件
の
後
遺
症
、

ら
の
退
路
を
見
出
そ
う
と
し
た
（
二
八
〇
頁
）。

こ
の
辺
は
興
味
深
い
。
そ
し
て
、
汪
政
権
に
残

さ
れ
た
道
は
、
国
民
党
、
国
民
政
府
と
の
再
統

合
に
よ
っ
て
、「
国
民
国
家
の
形
成
と
い
う
歴

史
的
潮
流
の
中
に
自
ら
を
合
流
さ
せ
て
い
く
し

か
な
か
っ
た
」（
二
八
六
頁
）、と
結
論
づ
け
る
。

　

三

　

本
書
に
対
す
る
疑
問
、質
問
は
以
下
の
通
り
。

　

①
「
傀
儡
政
権
」
か
「
対
日
協
力
政
権
」
と

考
え
る
べ
き
か
。
最
近
、「
協
力
政
権
」
と
見

な
す
こ
と
が
流
行
し
て
い
る
が
、
違
和
感
を
禁

じ
得
な
い
。
む
し
ろ
重
要
な
こ
と
は
、
ど
ち
ら

が
そ
の
政
権
の
本
質
を
的
確
に
表
現
で
き
る
か

の
問
題
で
あ
る
。「
傀
儡
政
権
」と
い
う
呼
称
は
、

果
た
し
て
「
道
義
的
・
儒
教
的
価
値
観
」
や
「
革

命
史
観
」
か
ら
出
て
い
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
逆
に
「
協
力
政
権
」
が
「
価
値
中
立
的
」

な
概
念
と
は
到
底
思
え
ず
、
む
し
ろ
侵
略
、
占

領
し
た
側
の
極
め
て
都
合
の
よ
い
政
治
的
呼
称

に
も
見
え
る
。
四
三
年
に
な
っ
て
も
、
日
本
は

汪
政
権
を
「
三
、
四
歳
の
子
ど
も
」
扱
い
し
て

い
た
（
二
一
〇
頁
）
と
す
る
が
、
自
立
政
権
と

認
め
て
い
な
か
っ
た
傍
証
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り



影
響
に
関
心
が
あ
る
。

　

④
柴
田
の
著
書（

２
）を

意
識
し
、
新
国
民
運
動
に

関
し
て
は
ス
パ
ン
を
長
く
と
り
、
そ
の
推
移
や

中
央
・
地
方
組
織
を
詳
細
に
論
じ
た
点
は
認
め

る
。
だ
が
、柴
田
と
連
動
し
、共
通
点
が
多
く
、

相
互
補
完
関
係
に
あ
り
、
そ
の
差
異
が
よ
く
分

か
ら
な
い
。
根
本
的
な
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
違
い
と
言
え
ば
、
柴
田
が
汪
政
権
は
ヒ

ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
、
特
に
学
校
を
経
ず
に

直
接
青
年
を
掌
握
す
る
方
式
を
模
倣
と
指
摘
す

る
の
に
対
し
て
、
堀
井
は
汪
政
権
独
自
の
青
年

観
、
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
、
日
・「
満
」・
ソ
な

ど
の
青
年
運
動
の
経
験
を
と
り
い
れ
よ
う
と
し

た
こ
と
、
お
よ
び
教
員
動
員
を
指
摘
す
る
。
だ

が
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
具
体
的
に
日
・

「
満
」・
ソ
の
い
か
な
る
経
験
を
、
い
か
に
導
入

し
た
か
を
具
体
的
に
論
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　

⑤
日
本
と
の
関
係
を
重
視
す
る
と
し
な
が
ら

も
、
日
本
の
影
響
力
、
強
制
力
、
お
よ
び
日
本

の
衰
退
と
の
関
連
に
あ
ま
り
注
意
が
払
わ
れ

ず
、
汪
政
権
が
内
部
瓦
解
、
自
滅
し
た
よ
う
に

記
述
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
日
本
の
占
領
統

治
の
問
題
は
別
と
し
て
も
、
汪
政
権
自
体
の
な

か
に
、
官
僚
の
動
揺
と
腐
敗
、
政
権
内
部
の
分

裂
対
立
…
…
…
な
ど
、
要
す
る
に
官
僚
主
義
的

体
質
と
一
党
独
裁
の
問
題
が
あ
っ
た
」（
二
八
五

頁
）
と
す
る
が
、「
日
本
の
占
領
統
治
の
問
題

は
別
」
に
は
で
き
な
い
。
こ
れ
も
「
協
力
政
権
」

と
ア
プ
リ
オ
リ
に
見
な
す
こ
と
で
、
そ
の
主
体

性
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
日
本
の
干
渉
・
影
響

力
を
過
少
評
価
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

同
様
に
「
近
代
的
国
民
国
家
の
形
成
」
に
結
び

つ
け
る
が
、論
理
の
飛
躍
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

確
か
に
四
〇
年「
憲
政
実
施
委
員
会
組
織
大
綱
」

や
憲
政
実
施
委
員
会
な
ど
を
例
に
出
し
て
い
る

（
八
四
～
八
五
頁
）。
だ
が
、
も
し
「
近
代
的
国

民
国
家
」
と
結
び
つ
け
る
つ
も
り
で
あ
る
な
ら

ば
、「
議
論
は
紛
糾
」
な
ど
で
と
ど
め
ず
、
議

論
の
中
身
に
具
体
的
に
踏
み
込
ん
で
論
証
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
か
。
な
お
、
一
党
独
裁
や
官

僚
の
腐
敗
な
ど
の
問
題
は
蔣
の
重
慶
国
民
政
府

も
同
様
で
あ
っ
た
。
で
は
、
こ
の
時
、
な
ぜ
一

方
は
崩
壊
し
、他
方
は
崩
壊
し
な
か
っ
た
の
か
。

　

以
上
、
種
々
評
価
、
批
判
、
疑
問
を
述
べ
て

き
た
が
、
私
は
重
慶
側
の
三
民
主
義
青
年
団
に

関
心
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
較
す
る
上
で
、
本

書
の
青
年
運
動
に
関
す
る
記
述
は
勉
強
に
な
っ

た
。
な
お
、
著
者
堀
井
は
高
校
教
師
と
し
て
多

忙
を
極
め
な
が
ら
も
教
育
・
研
究
を
両
立
さ
せ
、

研
究
を
地
道
、
か
つ
着
実
に
進
め
て
き
た
。
こ

う
し
た
姿
勢
に
敬
意
を
表
す
と
共
に
、
そ
の
研

究
成
果
で
あ
る
本
書
を
是
非
一
読
さ
れ
る
こ
と

を
お
薦
め
す
る
。
そ
し
て
、
著
者
の
ま
す
ま
す

の
研
究
発
展
を
祈
念
し
て
ペ
ン
を
お
き
た
い
。

【
註
】

（
1
）
例
え
ば
、拙
著『
戦
争
と
華
僑
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
一
一
年
）
所
収
、
第
三
章
の
四
で
汪
政
権

の
朝
鮮
「
総
領
事
の
対
日
抵
抗
」、
お
よ
び
第
四

章
「『
大
東
亜
共
栄
圏
』
下
に
お
け
る
南
洋
華
僑

の
『
媚
日
』
と
抗
日

―
汪
精
衛
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
と
関
連
さ
せ
て
」
な
ど
各
所
。

（
2
）
柴
田
哲
雄
『
協
力
・
抵
抗
・
沈
黙

―
汪
精
衛

南
京
政
府
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
比
較
史

的
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）。

　
　
　
（
き
く
ち
・
か
ず
た
か　

愛
知
学
院
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　

♣
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